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　 は じめ に 本研 究 グル ープの 読解指導の た め の テ クス ト開発の 基本的立場 を述べ ， 目下

作業 を進 め て い る教材の 全体及び 各課 の 構成 に つ い て 順次紹 介する。

1．基本的立場

　本研究グ ル ープ は 当初 か ら大学教養 課程 に お ける通年の 使用 を想定 した F発信型 」 の リ

リーデ イン グ教材 の 開 発を 目標 に して ，その 意義 を検討 し， 具体的な方法 を模索 しなが ち

研 究 を進 め て きた 。 そ うした教材 の 開発に あた っ て は，辞書で 単語 を調 べ 英文 を日本文に

置 き替 える訳読 中心 の 従 来型 の 読 解指 導 は，英 語 での コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ヨ ン 能力の 向上 を望

む 多くの 学習者の 意識の 変化や 急速な国際化に よる社会的 ニ ーズ の 増大 に 充分対応 して い

な い の では な い か とい う教育現場の 反省を共通の 問題意識 と して い る。更 に， 中学校や高

等学校 に オ ーラ ル ・コ ミュ
ニ ケ ーシヨ ン の 授業が既 に導入 され ， 徐 々 に 発信型 とい う側面

が重視 され つ つ あ る今 日， 大学教育に お い て も， 前課 程の 成果 を踏 まえて ， 体系的に 発信

能力を育成す る 必要が ある との 認識が背 景に ある。

　本プ ロ ジ ェ ク トでは リー
デ ィン グを材料 と して の 発信能力の 向上 を目指 して い る 。 こ こ

で言 う発信型 とは，学習者に 考える場 を与 えて，考えた こ とを発信 させ る とい う意味で あ

る 。 即 ち，学習者 をテ ク ス トの 呪縛か ら解放 し， 読ん だ内容を材料 と して． 自由な発想 ，

思考を促 しなが ら， 学習者をそれ ぞれ個性を持 っ た発信者に 育て るこ とで ある。 多 くの 日

本人大学生 は 自分の 意見をまとめ 発言するの が 苦手で あ り， また． ど の ように対等の 立場

で 議論 を進め て よ い か もb か らな い
。 自己と対象 との 関係意識 が希薄で あるせ い か

． 具体

的に思 考で きな い とい う問題 をか か えて い る 。 従 っ て ， 画
一

的で ． 個性に 乏 しい 意見 しか

表出で きな い
。 そ う した 日本入学生 の こ の 面 での 能力の 弱点を克躡す る場 として ， 読解指

導は一
つ の 役割 を果たせ るもの と考える 。 こ の ような発信型の 読解指導で は ， readi   か

ら speaki   ，1isteni  ，witi   と い う技能 を使 うこ とに なるわ けで あ る が ， 多 くの 研究

者が 4 技能 を統合 させ るこ との 効果に つ い て提唱 して い る 。 た とえば ， Anne　Raims

（1983）はreadi   か らwriting へ と タス クが 構成 され る と情報の 理解 ， 処理 ， 再発信 へ と学

習者の 能 力 を向 上 させ るこ とが 可 能であ る と述 べ て い る 。 また ， Denn　Byrne（1981）は 4 技

能は実生活に お い て，た い て い 統合され て い るの で ， で きるだ け自然な方法で 違 っ た技能

の 練 習の 導入 を提唱 して い る。read 童  学習の な か で 本当の 意味で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ヨ ン

活動をどの よ うに 成立 させ るかが 重要 となる。
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2 ．全体の 構成

　全体の 構成は画一的で はな く多様性 をもたせ て い る 。 その 理 由は ， 話題，題材に 最も効

果的だ と考 える発信内容や 手順が 異な る為で ある。 それに よ っ て， 毎時間変化の ある授業

が 展開 され，学 習者の 興味 を持続 させ るこ とがで きると考えて い る。題材は新聞 ， 雑誌 ，

海外の 教科書、個 人の 手紙 ， 広告，
パ ン フ レ ッ ト等 ， 話題の 方寄 りを避け る とと もに ， 多

様な文体の 特徴 を学習で きる よう心 が け た 。 り一
デイン グに お い て は ， 内容理 解の 程度に

つ い て は均一な読解力は求め ず ， 続 くタ 又 クが行 え る程度の 理解力を要求 して い る。 タ ス

クは コ ン トロ
ー

ル され た内容理解の タス クか ら次第に 自由な発信を求め るタス クへ と配列

し， 抽象的な発信 しに くい タ ス クは避け ， 発信へ の 意欲を喚起 し， 同時に 発信するための

ス キ ル が 修得で きる ように 作成 して い る。 学習者はテ ク ス トを読み なが ら， あるい は読ん

だ 後に添付の タ ス クを単独で，時に は ペ ア や グル ープ で 行 う。 50 人程度の ク ラス に お い

て も，
一

人一人の 学生が 発言する機会を与え るように 配慮 して い る。指導者 の 判断で 場合

に よ っ て は 日本語の 使用 を許 し， まず 日本語で議論をさせ るこ と も奨励 され る。

　自発的な 発信 を助 け る語彙力を重視 し， 語彙に つ い て は内容理解の 助 け とな るように

10 語程度を目安に 問題の 形式で ，ない しは解説 をつ け て提示 して い る。

3 ．各課 の 構成

　既 に述 べ た ように，各課が 同 じフ ォ
ーマ ッ トを取 らず多様性 を重視 して い るが ， 各課の

基本的な展開 は以下 の ようで ある 。

Pr−read 　i　ng 一
　 これか ら読む題材 に つ い て興味 ， 関心 を喚起す る視覚教材の 提示や

　　　　　　　 閹 rm −up 用の 質問を行 う。

Readi  　　
一
　 的確な情報収 集 と全体的な内容把握 に重点を置 くが ， すべ て に つ い

　　　　　　　 て 精読は求め ない
。

V  abulary
一
　 内容理解 を容 易に し， 発信能力の 助 けとなる 10 語程度の 語彙問題

　　　　　　　 の 提示す る。

Comprehension　Task一内 容把握の 確認 と発信の 準備段階 とな る タ ス ク を提示する。

Co皿 mica 七ive　Task 一各課の 話題に 関 して 自発的発信 を促すタス クを提示す る。

まとめ

　リ
ー
デ ィン グ教材をもとに 発信能力 を育成す る教材作成の 難 しさは， 日本 人大学生の

リ
ー

ディン グ能力 と発信能力の 大きな差に あ る 。 かな り易 しい 題材を使用 すれば ， 発信さ

せ るの が 容易で あるか もしれ な い が ， 読解力の 向上 ， リ
ー

ディン グ 自体 に 学生の 興味 をひ

きつ けるこ とは期 待で きな い
。 更に t 単なる 日常会話で はな く， 大学教育に ふ さわ しい 内

容の ある発信をめ ざすに は ， 大学生 レ ベ ル の 題材 を選択 しなければな らな い 。あ る程度の

レ ベ ル の 題材か ら発信へ とつ なげて い く工 夫が 必要で あっ たが ， まだ十 分 とは い えな い
。

更に ， タス クの パ イロ ッ トス タデ ィ は 行 っ て い ない の で ， 改善の 余地 を残 して い る。
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研究発表資料　 1

　発 信型 リーデ ィ ング教材の タス ク紹介

　　　（1） Pre−readi   タス ク例

例 （ユ）

　　　　　　　　 Japanese　 Cooki 

These　are 　sone 　typical　Japanese　dishes，　Guessthe　nanes 　of 　the　dishes．

1．　stea 蹈ed 　egg 　soup 　　2．　rice 　胃 ith　chicken 　and 　e99 　　3．　folded　fried　eg9

4．　o ロelette 　roll 　　5．　fulI　Roon 　udon 　　6．　rice 　cooked 　vith 　chicken 　and

vegetables 　7．　grilled 　chicken 　on 　skewers

（ansvers ． 1茶 碗蒸 し　　 2　 親子 ど んぶ り　 3　 卵焼

5 　月見うどん 　　6　炊き込み ご販 　 　7　焼 き鳥

4　 だ し巻 き

例 （2 ）

Choose　the　apPropriate 　catchphrase 　for　each 　advertiser ．

）

）

）

）

）

）

）

＞

12345678Call　us 　last　for　best！　　　　　a）　Coca　Co王a

Si雪ple　Sinless　Desserts　 　 b） Salad−dressi  胃ish−Bone

Radio？　Buy　a　Sony．　　　　　　　　　c）　D董scou 織t　ticket　　No．　l　Travel

Great　potentia 匠　ju■pers 　　　　d）　Bro冒nie 　Bites−一一not 　fat

Less　pain ．　隈ore 　gain ．　　　　　 e）　Sports　琵orse 　Stud

Can
’

tbeat 　 the　real　 thi  ．　 f） Sony

Healthy　Sensat二〇n 　 　 　 　 g） 田aggi −一一fat　 free　dressi  髄 ix

If　you 冒ant 　s（羶 ethi   done　 right ，　 h） S■art 　Characters

do　it　yourself ．　　　　　　　　　　　　　　　　　Asian　languageワord 　processor

（2 ） Vocabularyタス ク例

Leok　at 　tbe　folloワi  affixes ．An　affix 　is　to　cha   e　the 冒or げ sneaning 　or

its　 use ．You　can 　guess　 the 蘯eani   of 　un   om 冒ords 　by　div晝di  the 貰ords 　by

affixes ．No貿，　add 　so 憩e　匿Qre 　exa 置ples 　to　each 　affix 　豆ised　belov．

1） re −

　　　　　　　replace

　　　　　　　recal1

2） e■
−

　　　　　　　e餮bodi蘭ent

（以下省略）
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研究発表資料　 2

（3 ）CONprehensionタ ス ク例

　Paragraph 　Reading

You　are 　goi   to　 read 　a 皿agazine 　artic ］e　about 　 good　health．Choose　fron　the

　　list（且一G）the　sentence 　which 　best　su 團 arizes 　each 　part （1−6）of 　the　article ．

　A．　Recent置y　a　researcher 　says 　that　冒e　can 　prevent 　cardiovascular 　disease　by

　　　　burning　1，500　calories ロeekly ．

　B．　We　should 　do　exercise 　regu 且arIy ，
　but　not 　strongly ．

　C．　There　are 　many 　people　who 　do　not 　do　exercise ．

　　　　（以下 省略）

（4） Interactiveタス ク例

Task　l：　Useful　Expressions

　　Leam 囗ore 　 phrases 　 and 　 co 薗plete　 the　 sentences 　belov　by 鳳achi   tvo　parts ．

1．The　colpany 　made 　great　 sacrifices ．．．　 ．．． の た め に犠牲 を払 う

2． take　 responsibility 　for．．．　　　　　 ．．．の 責任 を負う

3． It　 is　 selfish 　of 　 so ■eone ．．．　 　 so ■eone が …　　 す るの は 自分勝手で あ る

4． If　 it 胃ere 　 not　 for．．．　　　　　　　 もし …　　 が なけれ ば …　　 だろ うに

5．．．．is　 not 　 the　only 　purpose 　 of ．．．　　　 …　　 は …　　 の 唯
一

の 目的で は な

1．The　 co 璽pany 苴ade 　 great 　 sacrifices 　　 a．　for　 losi  ■oney

2． 1 冒ill　 take　 full　 responsibility 　 　 　 　 b，nothi   could 　be　 alive

3． If　 it　 vere 　not 　 for　 water 　 　　 　　 c．for　 the　 sake 　of 　 lo  一ter■ gro 胃th

　　　　（以 下省略）

Task　2 ：　Point 　of 　Viev

　　Divide　 the　 follo冨 i  opinions 　 For　 and 　Against　 vievpoints ．

　　Preposition：　To　have　children 　is　not 　a　necessity 　in　our 　life．

　　1．　One　purpose 　of 　Narriage 　is　to　bear　and 　raise 　up 　children 　and 　ve 　should

　　　　　take　responsibi ］ity　for　prospering 　our 　descendants。

　　2．　If　it　vere 　not 　for　children 　in　a　fa■ ily，
　you　cQuld 　save 　ti囗e 　and　薗oney

　　　　　so 　that　you　could 　i　ive　a　significant 　life　in　another 　vay ．

Task　3：　VievPoint

Build　up 　your　 ovn 　vie 叩 oints 　 about 　 the　follovings。

　　1．　I　believe　that　children 　are （indispensable／not 　indispensable）to

　　　　量arriage 　because

　　2．If　it　vere 　not 　for　chiIdren 　iR　a　fa量 ily，

Task　4 ：　Debate

　　Separate　 into　 t冒o　groups 　 and 　debate　 about 　 the　 topic　 usi   the　 vievpoints ．
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